


令和５年 12月定例会

歳入歳出予算総額は 201億 662万円に
●工事成績評定管理及び入札参加資格審査関連経費　　　 883万9千円

　市が発注するすべての請負工事について工事成績評定を実施し、公共工事の品質を確保するとともに請負事
業者の適正な選定や指導育成を図る。また、入札参加資格審査について、電子申請を可能としDX※化を図る。

●令和6年～8年の債務負担行為※

　衛生センター運転保守管理業務                               1億2,078万円
　ごみ収集業務委託の限度額　　　　　　　　　　　　 ２億9,502万円

大口地区　　２億3,284万8千円
（可燃物1億2,038万4千円、資源物・不燃物6,534万円、プラスチック4,712万４千円）
菱刈地区　　　　6,217万２千円

［問］大口地区が対象物ごとに契約が３つに分かれている経緯と限度額が４倍弱の理由は。

［答］合併前から分けて収集している。ごみステーション数が大口502か所、菱刈155か所。不燃資源ごみ
収集コースは大口20コース、菱刈４コース。ごみステーション数や回収量を考慮すると、大口地区は
種別ごとに3つに分けて契約しなければ収集ができないため。

［問］前回の予算に比べて委託料の増加は。
　［答］3か年で4,227万3千円増加、率では17.7％上昇。運転手確保のための賃金引上げや、車両の維持

費、更新費用がかかるとのこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【その他の項目に対する質疑】
［問］危険廃屋解体撤去費100万円は5件分か。申請が増えているのか。補助金交付は解体後か。

［答］1件当たり最大20万円で、5件分である。5年度の当初予算500万円に対し申請が12月11日現在で
26件、金額で484万8千円と増えている。補助金交付は解体・実績報告後となる。

［問］農業再生協議会への補助金500万円の内容と経緯は。

［答］農業再生協議会が水田活用の直接支払交付金に関する会計検査院の実地検査でハウスの交付対象面積
の誤りについて指摘を受け、平成29年度～令和3年度分の返還を求められた。同協議会構成員は市長、
JA、市内事業者、生産者、県振興局等、総勢22人で、事務局は市役所に置いてある。平成27年に要綱
改正がされたが、再生協議会で解釈を誤った。11月に臨時総会を開催、協議会には自主財源がないた
め市に補助をお願いすることとなった。今後は疑義があれば国・県にしっかりと確認を取りながら進め
ていく。

2,665万５千円
　国家公務員の給与改定に準じ、市議会議員、特別職職員（市長、副市長、教育長）、職員、会計年度任用
職員の期末手当に所要の改正を行うもの。

※ＤＸ（ディーエックス）：デジタル技術を活用してビジネスモデルを変革すること

※債務負担行為とは？
　予算は単年度で完結するのが原則であるが、1つの事業が単年度で終了しない場合に、予め
後の年度の債務を約束することを予算で決めておくこと
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総額８億 1953万７千円を可決
議案第62・63・75号

令和５年度
一般会計補正予算

3億6,040万円
●物価高騰対応重点支援   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3億6,040万円

　地方創生臨時交付金を活用し、住民税非課税世帯及び家計急変世帯に対して７万円給付を行う。5,100世
帯を予定。その他の世帯への支援は国が決定してからの対応となる予定。

［問］庵下信一 議員　今回の支援を含めて、これまでの支援回数と支出総額は。また、支援対象者の推移
と執行部の認識は。

［答］福祉課長　今回を含めて５回目、総額は12億6,185万円。対象は令和３年度10万円給付5,213世
帯、４年度５万円給付4,809世帯、５年度３万円給付4,770世帯、今回の７万円給付は5,100世帯を見
込んでいる。困窮世帯が増えている状況にはないと捉えている。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４億3,248万２千円
●子ども子育て関連経費 　　　　　　　　　　　　　　　　5,520万円

児童通所支援の利用量や加算等の増額　　　　　2,970万円
子ども医療費の給付費の増額　　　　　　　　　1,280万円
放課後児童クラブの開所日数加算等の増額　　　1,270万円

●障がい者介護給付費等関連経費 　　　　　　　　　　　　1,590万円
障がい者介護給付費の増額　　　　　　　　　　1,480万円
障がい者の車椅子、補聴器等の補装具、日用生活用具給付費の増額　110万円

●県営農業農村整備事業負担金 　　　　　　　　　　　　　　400万円
県が実施する基盤整備事業に対する市の負担金
（大田地区ほ場整備、五反田水門、十曽ダム管理施設）

●伊佐堆肥センター負担金 　　　　　　　　　　　　　　　　260万円
伊佐堆肥センター所有の堆肥散布用機械等の修理負担金

●ふるさと応援寄附金(ふるさと納税)関連経費 　　　1億9,220万6千円
ふるさと納税寄附額の増加（2億円）を見込む増額補正。返礼品代6,000万円、返礼品送料3,168万円、6つ
の決済サイトへの手数料等2,785万2千円、ふるさと納税ポータルサイト利用料2,877万４千円、ふるさと
納税基金積立4,000万円

第９号補正予算
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■
議
案
の
概
要

　
組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
り
課
の
設
置
及

び
分
掌
事
務
の
変
更
を
行
う
た
め
、
所
要
の

変
更
を
行
う
も
の
。

■
議
案
へ
の
主
な
質
疑

今
村　
謙
作 

議
員

今　
村

農
政
課
耕
地
係
を
林
務
耕
地
課

と
す
る
目
的
を
詳
細
に
示
せ
。

企
画
政
策
課
長

令
和
３
年
７
月
の
豪
雨

に
よ
る
激
甚
災
害
に
関
し
て
耕
地
災
害
が
多

発
し
、
市
の
技
術
職
員
だ
け
で
は
対
応
が
困

難
で
、
約
３
か
月
間
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
西

之
表
市
か
ら
技
術
職
員
派
遣
の
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
今
後
も
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
な

ど
に
よ
り
災
害
復
旧
関
連
業
務
が
多
発
す
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
経
験
を
基

に
、
対
応
す
る
強
固
な
組
織
体
制
の
確
保
と

若
手
職
員
な
ど
の
業
務
に
要
す
る
技
術
習
得

を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
技
術
職
員
の
集
約
化
に
よ
り
連
携
体
制
の

強
化
や
林
務
耕
地
に
関
す
る
相
互
間
の
技
術

習
得
や
人
材
育
成
を
図
り
、
よ
り
効
果
的
な

業
務
実
施
は
も
と
よ
り
災
害
時
等
に
お
け
る

体
制
確
保
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

■
件
名

　
伊
佐
市
課
設
置
条
例
一
部
改
正
す
る
条
例

（
案
）
中
、
耕
地
係
を
林
務
耕
地
課
に
編
入

す
る
取
扱
い
の
部
分
の
中
止
撤
回
を
求
め
る

請
願

■
委
員
会
に
お
け
る
審
査

　
伊
佐
市
土
地
改
良
区
連
絡
会
議
か
ら
の
参

考
人
の
意
見
陳
述
と
質
疑

企
画
政
策
課
長

課
で
な
け
れ
ば
国
・
県

の
補
助
事
業
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
農
業
基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す

る
基
本
構
想
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
計
画
、

プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
お
り
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
た
ず
に
業
務
を
行
っ
て
い
る
訳
で
は
な

い
。
市
と
し
て
も
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て

業
務
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
職
員
数
の
削
減

や
業
務
量
縮
小
等
の
予
定
は
な
い
。
今
後
も

こ
れ
ま
で
通
り
農
政
課
と
土
地
改
良
区
の
連

携
し
た
業
務
推
進
を
お
願
い
し
て
い
る
。

業
務
遂
行
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

◎
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
結
果

　
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」

　
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択

　
（
賛
成
１
、
反
対
６
）

■
本
会
議
に
お
け
る
討
論

反
対

岩
元　
努 

議
員

　
土
地
改
良
区
の
事
業
に
関
し
て
不
安
や
心

配
は
十
分
理
解
で
き
る
も
の
の
、
課
設
置
条

例
が
中
止
撤
回
さ
れ
た
場
合
、
今
後
の
行
政

運
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
り
、
組
織

改
革
自
体
を
難
し
く
す
る
こ
と
が
容
易
に
想

像
で
き
る
。

賛
成

庵
下　
信
一 

議
員

　
農
業
従
事
者
が
減
少
し
て
も
伊
佐
市
民
の

議
案
第
65
号　
伊
佐
市
課
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

■
請
願
に
対
す
る
企
画
政
策
課
の
説
明

都
市
整
備
課
を
新
設
、
林
務
課
を
林
務
耕
地
課
へ

令
和
６
年
度
か
ら
の
組
織
機
構
の
見
直
し
が
提
案
さ
れ
る

請  願  文  書  表 

請願番号 請 願 第 ４ 号 提
出
者 

伊佐地域土地改良区連絡会議 

会長 永吉 弘行 外８人 

受 理 

年 月 日 
令和５年 12 月 11 日

紹

介

議

員 

庵下 信一 議員 

件  名 

伊佐市課設置条例一部改正する条例（案）中、

耕地係を林務耕地課に編入する取扱いの部

分の中止撤回を求める請願 

付 託

委員会
総務産業 

＜請願趣旨・理由＞ 

１、請願の趣旨 

伊佐市課設置条例一部改正する条例（案）中、耕地係を林務耕地課に編入する取扱いの部分

の中止撤回を求めます。 

 

１、請願の理由 

 令和５年度第４回定例会において、伊佐市課設置条例の一部を改正する条例が上程されてお

ります。この中で現在、農政課に置かれている耕地係は、新たに改められる林務耕地課の耕地

係とし、令和６年４月１日から施行する改正（案）となっております。 

  

 私たち伊佐市各土地改良区は、農政課とりわけ耕地係と『水土里ネットの多面的機能支払交

付金事業』でご指導やお世話になっていることは言うまでもありません。令和３年豪雨では山

野地区が激甚災害にも指定され復旧工事で、市当局・担当職員の方々に寝食を削る思いで頑張

っていただいたことにも深く感謝しております。 

 

 今回の改正案について、市関係課長の話では「災害対応に熟知した技術職員が少なく先の復

旧工事も西之表市職員の応援をもらい対応した。これからは若い技術職員を集め経験を積ませ

て機動力を持たせるための改正」との説明でした。 

 

 各土地改良区理事長からは、「なぜ農政課から林務耕地課なのか？」「唐突すぎないか？」「災

害対応のための改正案なのか？」の疑問の声と納得できる材料に欠けるとの意見が多く出され

ています。この背景には、①これまでの耕地課が廃止され、耕地係に縮小となった経緯から国・

県の事業採択もほとんどなくなったこと。②農業振興のビジョン、振興策も描けない、日常業

務に忙殺されている職員スタッフの現状でよいのか。③衰退一方の農林業ゆえに更に職員も減

らされ耕地係の活動・守備範囲も狭まるのではとの危惧の念があるからです。 

 

 私たち土地改良区・農業関係団体の声に今一度耳をかたむけ、伊佐市の基幹産業・農業再生

のビジョンを示していただきながら拙速を避け、丁寧なる対応を期待します。したがって再検

討をしていただきこの林務耕地課・林務係条例改正部分の撤回中止を求めるものであります。

 

本
案
に
関
連
す
る
請
願
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財
産
で
あ
る
農
地
を
荒
廃
さ
せ
る
こ
と
な
く

活
か
す
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
方
針
が
示
さ
れ

な
い
ま
ま
、
林
務
耕
地
課
に
耕
地
係
を
配
置

す
る
検
討
が
先
行
し
た
こ
と
は
唐
突
で
あ
る
。

■
本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果

　
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択

（
賛
成
５
）
遠
矢
・
庵
下
・
前
田
・
畑
中
・

柿
木
原
議
員

（
反
対
10
）
村
岡・星
野・竹
原・武
本・岩
元・

森
山
・
今
村
・
緒
方
・
久
保
・
福
本
議
員

■
総
務
産
業
委
員
会
の
審
査
報
告
に

　
対
す
る
質
疑

畑
中　
香
子 

議
員

畑　
中

農
業
基
盤
の
整
備
で
重
要
な
担

当
係
で
あ
る
と
言
い
な
が
ら
農
政
課
か
ら
林

務
耕
地
課
へ
の
変
更
に
よ
っ
て
効
果
的
・
効

率
的
に
な
る
と
い
う
理
由
で
あ
る
が
、
そ
の

根
拠
に
つ
い
て
審
議
は
尽
く
さ
れ
た
の
か
。

継
続
審
査
の
意
見
は
な
か
っ
た
か
。

委
員
長

当
然
、
非
常
に
懸
念
す
る
声
が

多
く
出
さ
れ
た
が
、
課
長
説
明
で
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
多
数
決
の
結

果
、
不
採
択
と
な
っ
た
。
継
続
審
査
の
意
見

は
な
か
っ
た
。

■
本
会
議
に
お
け
る
討
論

反
対

庵
下　
信
一 

議
員

　
農
地
行
政
を
連
携
し
て
担
う
土
地
改
良
区

連
絡
会
議
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
書
の
意
義

は
重
い
。
農
業
関
係
者
、
関
係
団
体
の
皆
さ

ん
へ
の
説
明
が
十
分
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。

賛
成

岩
元　
努 

議
員

　
林
務
耕
地
課
へ
編
入
す
る
目
的
に
お
い
て
、

技
術
者
不
足
の
解
消
と
若
手
職
員
の
技
術
者

育
成
に
も
つ
な
が
る
組
織
改
編
の
一
部
で
あ

る
。
ま
た
、
今
後
も
土
地
改
良
区
と
行
政
と

の
連
携
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
事
業
執

行
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
も
な
い
と
考
え

る
。反

対

前
田　
和
文 

議
員

　
土
地
改
良
区
は
、
農
業
者
を
見
つ
め
行
政

と
一
体
と
な
っ
て
施
策
を
行
っ
て
い
る
。
人

員
配
置
の
構
成
案
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

国
・
県
の
農
業
政
策
の
大
き
な
転
換
点
で
あ

る
こ
と
、
情
報
共
有
化
に
問
題
が
発
生
す
る

対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
３
つ
の
大

き
な
理
由
で
反
対
す
る
。

賛
成

緒
方　
重
則 

議
員

　
建
設
課
を
２
分
割
し
て
都
市
整
備
課
を
新

設
、
ま
た
地
域
振
興
課
に
公
園
管
理
係
を
新

設
す
る
な
ど
、
市
民
生
活
や
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
に
向
け
た
改
正
で
あ
る
と
理
解
す
る
。

た
だ
し
、
耕
地
係
に
つ
い
て
は
更
な
る
業
務

の
取
組
を
要
望
し
て
賛
成
と
す
る
。

反
対

遠
矢　
寿
子 

議
員

　
土
地
改
良
区
は
公
共
投
資
に
よ
る
社
会
資

本
の
形
成
で
あ
る
土
地
改
良
事
業
を
行
政
に

代
わ
っ
て
実
施
す
る
公
共
性
の
強
い
特
殊
な

団
体
。
事
前
に
て
い
ね
い
な
説
明
を
経
て
合

意
を
形
成
す
べ
き
だ
っ
た
。
納
得
が
得
ら
れ

な
い
ま
ま
進
め
る
と
、
今
後
の
農
政
に
禍
根

を
残
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

賛
成

福
本　
千
枝
子 

議
員

　
一
部
改
正
の
要
因
は
、
令
和
３
年
の
豪
雨

災
害
時
に
職
員
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
く
、

西
之
表
市
か
ら
の
応
援
を
も
ら
い
対
応
し
た

経
緯
か
ら
、
若
手
職
員
・
技
術
職
員
の
育
成

が
必
要
で
あ
る
と
検
討
を
重
ね
て
き
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
専
門
性
の
高
い
課
と
し
て
の

素
早
い
対
応
が
伊
佐
の
農
地
を
守
る
と
考
え

る
。

■
本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果

　
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
賛
成
10
）
村
岡・星
野・竹
原・武
本・岩
元・

森
山
・
今
村
・
緒
方
・
久
保
・
福
本
議
員

（
反
対
５
）
遠
矢
・
庵
下
・
前
田
・
畑
中
・

柿
木
原
議
員

■組織再編概要

現　行 令和 6年度から
建設課
（管理係、都市計画係、道路維持・
施設管理係、土木係、建築係、
住宅係、下水道係）

分割し、都市整備課を新設
［建設課］
［都市整備課］

農政課
（農業政策係、担い手支援係、畜
産係、耕地係）

鳥獣対策係を林務課から農政課
に移管

林務課
（林政係、鳥獣対策係）

「林務耕地課」に課名を改める
耕地係を農政課から移管

議
案
に
つ
い
て
の

本
会
議
に
お
け
る
審
議

伊佐市議会だより　2024 年（令和６年）第 61号5



■
今
回
の
補
正
額

２
６
６
５
万
５
０
０
０
円

■
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
額

２
０
１
億
６
６
２
万
円

■
議
案
の
概
要

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
市
議

会
議
員
、
特
別
職
職
員
、
一
般
職
員
の
給
与

費
等
に
つ
い
て
追
加
の
措
置
を
講
じ
る
も
の
。

■
本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果

　
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
賛
成
14
）
村
岡・星
野・竹
原・遠
矢・庵
下・

武
本
・
岩
元
・
森
山
・
今
村
・
緒
方
・
前
田
・

久
保
・
柿
木
原
・
福
本
議
員

（
反
対
１
）
畑
中
議
員

■
議
案
の
概
要

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
市
議

会
議
員
の
期
末
手
当
に
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

■
本
会
議
に
お
け
る
討
論

反
対

畑
中　
香
子 

議
員

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
議
員
の

期
末
手
当
を
改
定
す
る
が
、
地
方
公
務
員
や

議
員
特
別
職
は
人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
義
務

は
な
い
。
市
民
生
活
が
大
変
な
中
、
自
ら
の

報
酬
引
き
上
げ
を
可
決
す
る
こ
と
に
市
民
の

理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

賛
成

緒
方　
重
則 

議
員

　
市
民
の
方
々
の
意
見
に
迎
合
す
る
だ
け
で

な
く
、
議
員
の
待
遇
に
つ
い
て
は
現
職
で
あ

る
自
分
た
ち
が
し
っ
か
り
声
を
上
げ
る
べ
き

と
思
う
。
そ
れ
が
次
世
代
の
議
員
へ
の
責
務

と
考
え
、
賛
成
す
る
。

■
本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果

　
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
賛
成
14
）
村
岡・星
野・竹
原・遠
矢・庵
下・

武
本
・
岩
元
・
森
山
・
今
村
・
緒
方
・
前
田
・

久
保
・
柿
木
原
・
福
本
議
員

（
反
対
１
）
畑
中
議
員

■
議
案
の
概
要

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
特
別

職
の
職
員
（
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
）
の

期
末
手
当
に
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

■
本
会
議
に
お
け
る
討
論

反
対

畑
中　
香
子 

議
員

　
議
案
第
81
号
と
同
じ
く
、
市
民
生
活
が
困

難
を
極
め
る
中
、
特
別
職
が
自
ら
の
報
酬
引

き
上
げ
を
提
案
す
る
こ
と
に
対
し
て
市
民
の

理
解
は
得
ら
れ
な
い
。「
お
手
盛
り
」
と
の

批
判
を
受
け
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
賛
成
13
）
村
岡・星
野・竹
原・庵
下・武
本・

岩
元
・
森
山
・
今
村
・
緒
方
・
前
田
・
久
保
・

柿
木
原
・
福
本
議
員

（
反
対
２
）
遠
矢
・
畑
中
議
員

■
報
告
の
概
要

　
交
通
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の

額
の
決
定

■
専
決
処
分
を
し
た
日

　
令
和
５
年
10
月
13
日

■
事
故
の
概
要

　
令
和
５
年
７
月
７
日
、
市
道
交
差
点
に
お

い
て
給
食
配
食
車
が
信
号
待
ち
に
よ
り
停
車

し
た
際
、
停
止
線
を
越
え
た
た
め
後
退
し
た

と
こ
ろ
、
後
方
車
両
の
前
方
部
と
接
触
し
、

双
方
の
車
両
が
破
損
し
た
。

■
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

　
過
失
割
合
は
市
を
１
０
０
％
と
し
、
相
手

方
に
38
万
８
０
０
０
円
を
支
払
う
。

■
報
告
へ
の
主
な
質
疑

前
田　
和
文 

議
員

前　
田

抜
本
的
な
注
意
喚
起
、
そ
し
て

ま
た
対
策
を
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

バ
ッ
ク
を
す
る
場
合
は
助
手

席
者
が
降
り
て
後
方
確
認
し
て
か
ら
バ
ッ
ク

す
る
よ
う
に
十
分
周
知
し
て
い
る
。
補
完
と

し
て
、
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
を
付
け
る
た
め
補

正
予
算
を
計
上
し
た
。

■
報
告
の
概
要

　
車
両
損
壊
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠

償
の
額
の
決
定

■
専
決
処
分
を
し
た
日

　
令
和
５
年
10
月
13
日

■
事
故
の
概
要

　
令
和
５
年
７
月
24
日
、
市
道
脇
に
お
い
て

市
会
計
年
度
職
員
が
除
草
作
業
中
に
刈
払
機

に
よ
っ
て
は
じ
か
れ
た
石
が
、
駐
車
し
て
い

た
相
手
方
車
両
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
破
損

し
た
。

■
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

　
過
失
割
合
は
市
を
１
０
０
％
と
し
、
相
手

方
に
６
万
６
２
２
円
を
支
払
う
。

■
報
告
へ
の
主
な
質
疑

前
田　
和
文 

議
員

前　
田

抜
本
的
な
注
意
喚
起
、
そ
し
て

対
策
を
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。

建
設
課
長

刈
払
機
を
使
用
す
る
際
に
、

道
路
を
走
る
車
両
だ
け
で
は
な
く
、
周
辺
の

家
屋
の
状
態
、
人
家
に
駐
車
し
て
あ
る
車
両

も
確
認
し
、
細
心
の
注
意
を
払
い
作
業
を
進

め
て
い
く
。

議
案
第
75
号　
令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

議
案
第
81
号　
伊
佐
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
82
号　
伊
佐
市
特
別
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

報
告
第
10
号　

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
11
号　

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

■
本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果
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全会一致で可決・同意した議案

議案番号 件名・概要 審査委員会

64

令和５年度伊佐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
・補正額　588万2,000円追加　・補正後の予算総額　33億2,906万4,000円
＜補正の概要＞介護保険基幹システムの移行に対応する職員の超過勤務手当121万4,000円、令和６年
度からの制度改正に対応するためのシステム改修委託料303万円、令和４年度地域支援事業交付金精算
に伴う国・県への返還金76万5,000円、他。

文教厚生

66
伊佐市税条例の一部を改正する条例の制定について
議案の概要　軽自動車税の納期（現行「４月11日から同月30日まで」）を令和６年度分から「５月１
日から同月31日まで」と変更するもの。

総務産業

67
伊佐市ひとり親家庭等医療費助成条例及び伊佐市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について
議案の概要　配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部改正に伴い、文言や条項
を整理するもの。

――

68
伊佐市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
議案の概要　地方税法の一部改正に伴い文言や条項を整理するもの。 ――

69

伊佐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について
議案の概要　就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部改正に伴
い文言や条項を整理するもの。

――

70

財産の取得※について
議案の概要　小学校教師用指導書等（教師用教科書2,086冊、指導書1,259セット、デジタル教科書84
ライセンス）を5,119万2,824円で取得する。（※予定価格2,000万円以上の動産の買い入れについては
議会の議決に付さなければならないとの市条例の定めがある。）

――

71
教育委員会委員の任命について
議案の概要　長野吉泰氏を再任するもの。任期は令和９年12月11日までの４年間。 ――

72
73
74

固定資産評価審査委員会委員の選任について
議案の概要　桐原茂太氏（再任）、上薗信行氏（再任）、大塚左文氏（新任）を選任するもの。任期は
令和８年12月11日までの３年間。

――

76
令和５年度伊佐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
・補正額　112万1,000円追加　・補正後の予算総額　36億844万4,000円
＜補正の概要＞職員及び会計年度任用職員の給与改定等に伴うもの。

――

77
令和５年度伊佐市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
・補正額　87万8,000円追加　・補正後の予算総額　33億2,994万2,000円
＜補正の概要＞職員及び会計年度任用職員の給与改定等に伴うもの。

――

78
令和５年度伊佐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
・補正額　45万6,000円追加　・補正後の予算総額　４億8,923万1,000円
＜補正の概要＞職員及び会計年度任用職員の給与改定等に伴うもの。

――

79

令和５年度伊佐市水道事業会計補正予算（第２号）
・補正額　　
＜収益的収入及び支出＞支出において水道事業費用を56万6,000円追加
＜資本的収入及び支出＞支出において資本的支出を13万3,000円追加
・補正後の総額　
収益的収入３億5,440万3,000円　　収益的支出３億2,444万8,000円
資本的収入１億4,940万7,000円　　資本的支出２億5,724万7,000円
＜補正の概要＞職員及び会計年度任用職員の給与改定等に伴うもの。

――

80

令和５年度伊佐市農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
＜収益的収入及び支出＞支出において農業集落排水事業費用を４万2,000円追加
＜資本的収入及び支出＞支出において資本的支出を７万4,000円追加
・補正後の総額　
収益的収入　１億7,571万3,000円　　収益的支出　１億7,419万6,000円
資本的収入　　　5,436万5,000円　　資本的支出　１億1,718万5,000円
＜補正の概要＞職員及び会計年度任用職員の給与改定等に伴うもの。

――

83
伊佐市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案の概要　国家公務員の給与改定に準じ、職員の給料月額等に所要の改正を行うもの。 ――

84
伊佐市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案の概要　国家公務員の給与改定に準じ、会計年度任用職員の期末手当に所要の改正を行うもの。 ――
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デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
問

題
解
消
に
向
け
て
、
当
局
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

商
工
会
や
市
内
事
業
者

の
方
々
と
連
携
し
た
取
組
や
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
専

門
的
な
情
報
の
提
供
に
も
努

め
、
市
民
が
情
報
通
信
機
器

の
利
便
性
な
ど
を
よ
り
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

る
。

商
工
会
な
ど
様
々
な
団

体
の
方
々
と
当
局
と
の
連
携

を
深
め
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
こ
れ
か
ら
の
伊
佐
市
の
情

報
発
信
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

今
後
の
考
え
は
。

継
続
し
て
い
く
こ
と
で

し
っ
か
り
と
し
た
結
果
は
見

え
て
く
る
。
そ
の
い
い
傾
向

と
し
て
も
見
え
始
め
て
き
て

い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
流
れ
が
止
ま
ら
な

い
よ
う
に
、
当
局
と
し
て
は

し
っ
か
り
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

年
々
気
温
が
上
昇
し
始

め
て
お
り
、
熱
中
症
等
の

ニ
ュ
ー
ス
も
多
く
な
る
中
、

本
年
度
に
お
い
て
は
11
月
に

熱
中
症
に
な
る
方
々
も
い
る

よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
小
中

学
校
の
運
動
会
な
ど
行
事
の

時
期
を
ず
ら
し
た
開
催
が
今

後
考
え
ら
れ
る
中
、
公
立
学

校
の
体
育
館
の
空
調
設
備
は

見
直
す
時
期
に
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

市
内
公
立
学
校
の
普
通

教
室
は
１
０
０
％
整
備
を
し

て
い
る
が
特
別
教
室
は
34
％

で
あ
る
。
ま
ず
は
特
別
教
室

の
空
調
設
置
を
し
っ
か
り
行

い
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

環
境
を
整
え
る
こ
と
を
優
先

し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
と

は
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ

ソ
コ
ン
等
の
情
報
通
信

技
術
を
利
用
で
き
る
者

と
利
用
で
き
な
い
者
と

の
間
に
生
じ
る
格
差
の

こ
と
。

51
年
ぶ
り
の
特
別
国
民

体
育
大
会
。
白
波
ス
タ
ジ
ア

ム
に
お
い
て
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
ご
臨
席
の
下
、
開
会

式
が
開
催
さ
れ
た
。
本
市
で

は
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技

が
開
催
さ
れ
、
地
元
選
手
の

活
躍
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
た
。
４
日
間
の
カ
ヌ
ー

競
技
の
集
客
数
、
宿
泊
や
弁

当
・
お
土
産
な
ど
の
経
済
効

果
は
。
高
校
生
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
検
証
は
。

選
手
・
監
督
、
大
会
関

係
者
、
来
場
者
を
含
め
約
１

万
人
。
県
の
経
済
効
果
は
６

１
９
億
円
と
試
算
さ
れ
た
が
、

地
元
へ
の
経
済
効
果
も
あ
っ

た
。
高
校
生
に
は
、
こ
の
経

験
を
今
後
の
人
生
の
中
で
生

か
し
て
ほ
し
い
。

対
岸
で
の
小
学
生
達
の

応
援
に
力
を
も
ら
っ
た
が
、

市
民
の
応
援
が
少
な
い
と
感

じ
た
。
周
知
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
カ

ヌ
ー
合
宿
の
誘
致
は
。

ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
旗
、

横
断
幕
の
掲
示
、
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ト
大
会
の
開
催
、
学
校

や
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
協
議
会

へ
の
周
知
を
し
た
が
、
市
民

に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
も

大
事
と
反
省
し
た
。
現
在
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
代
表

候
補
選
手
が
年
間
を
通
し
て

合
宿
を
し
て
お
り
、
各
団
体

等
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

特
別
措
置
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、
市
区
町
村
が
緊
急

代
執
行
で
き
る
と
あ
る
。
伊

佐
市
の
居
住
目
的
の
な
い
空

き
家
率
は
全
国
で
も
高
く

21
％
で
あ
る
。
危
険
家
屋
の

状
況
は
。
空
き
家
の
利
活
用

は
。

菱
刈
前
目
地
区
の
１
物

件
を
審
議
会
で
特
定
空
家
等

に
認
定
し
た
。
羽
月
駅
前
の

物
件
は
10
月
に
解
体
さ
れ
、

羽
月
小
近
く
の
空
き
家
は
現

在
対
応
し
て
い
る
。
空
き
家

の
改
修
等
に
つ
い
て
は
補
助

金
制
度
が
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

特
別
支
援
学
校
の
分
置
に
つ

い
て

問問

問

答答

かごしま国体カヌー競技
の検証は
市長／カヌー合宿の誘致に取り組む

答答

公
立
学
校
施
設

空
調
設
備
に
つ
い
て

伊
佐
市
の
情
報
発
信

は
？

市
長
／
継
続
し
て
し
っ
か
り
と

　
　
　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く

福本　千枝子 議員

村
岡　
強
志 

議
員

Ｐ８ 村岡議員 

 

 

Ｐ８ 福本議員 

 

 

 

問

問

問

答

一
般
質
問

〝
市
政
を
問
う
〟
　
　
　
13
人
が
一
般
質
問

答

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
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答
青
木
上
・
山
野
西
地
区

の
除
草
剤
を
埋
め
込
ま
れ
た

場
所
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

年
２
回
の
定
期
点
検
と

梅
雨
時
期
及
び
台
風
通
過
後

に
臨
時
点
検
を
北
薩
森
林
管

理
署
が
実
施
し
て
お
り
、
環

境
政
策
課
職
員
も
立
会
い
を

行
っ
て
い
る
。

周
辺
地
下
水
の
分
析
は

し
な
い
の
か
。

北
薩
森
林
管
理
署
で
、

令
和
３
年
度
か
ら
１
地
点
に

つ
き
３
か
所
ず
つ
、
計
６
か

所
で
水
質
検
査
を
行
っ
て
い

る
。
全
て
環
境
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
を

受
け
て
い
る
。
今
年
度
の
実

施
予
定
は
な
い
。

布
計
の
第
２
鉱
さ
い
堆

積
場
安
定
対
策
工
事
の
現
状

は
。
全
部
で
ど
の
程
度
か
か

る
予
定
か
。

令
和
４
年
度
は
、
仮
設

工
事
の
工
事
用
架
設
工
を
行

い
、
現
在
、
仮
設
工
事
の
工

事
用
道
路
と
安
定
対
策
工
の

地
盤
改
良
工
を
施
工
中
で
あ

る
。
計
画
で
は
、
10
億
１
３

０
０
万
円
で
あ
る
。

集
積
場
が
40 

ha
と
積
算

し
て
い
る
。
事
業
工
期
が
令

和
４
年
度
か
ら
４
年
間
の
計

画
で
あ
っ
た
が
、
令
和
７
年

に
終
わ
る
の
か
。

令
和
７
年
度
に
完
了
す

る
計
画
で
あ
る
。
予
算
や
施

工
内
容
等
に
つ
い
て
、
経
済

産
業
省
九
州
保
安
監
督
部
と

随
時
協
議
を
行
な
っ
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安

全
保
障
に
直
結
す
る
問
題
で

あ
り
、
今
、
国
も
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

当
市
の
状
況
を
問
う
。

脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
つ
で
あ
る
温
泉
熱
利
用

は
、
県
外
先
進
事
例
の
視
察

に
つ
い
て
は
、
市
長
を
は
じ

め
地
域
振
興
課
の
担
当
職
員

も
同
行
し
研
修
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
先
進
地
の
専
門
家

や
関
係
者
の
方
々
と
現
場
検

討
、
意
見
交
換
等
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
は
、
菱
刈
鉱
山

の
協
力
を
得
て
、
鹿
児
島
県

が
実
施
主
体
と
な
っ
て
、
そ

の
有
効
活
用
の
可
能
性
調
査

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

諸
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
や
東
北
大

学
、
金
属
機
器
メ
ー
カ
ー
が
、

温
泉
ス
ケ
ー
ル
が
付
着
し
や

す
い
温
泉
水
で
も
安
定
し
た

熱
交
換
が
可
能
な
熱
交
換
器

を
開
発
し
て
い
る
。
持
続
的

な
温
泉
熱
を
有
効
利
用
す
る

こ
と
で
、
地
域
社
会
の
維
持

可
能
性
は
高
め
る
こ
と
が
で

き
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
削

減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球

環
境
に
も
よ
い
影
響
を
与
え
、

且
つ
伊
佐
の
産
業
の
有
様
に

も
貢
献
す
る
重
要
な
手
段
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ

と
だ
。
研
究
機
関
と
国
・

県
・
市
と
市
民
、
三
位
一
体

と
な
っ
た
取
組
を
大
い
に
進

め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

進
め
て
い
く
の
が
当
然
だ
と

思
う
。
上
手
く
い
く
と
い
う

状
況
が
見
込
ま
れ
れ
ば
国
・

県
に
要
望
し
予
算
獲
得
に
努

め
る
。
ま
た
鹿
児
島
県
で
一

番
寒
い
伊
佐
地
域
が
、
逆
に

暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

一
番
可
能
性
の
あ
る
地
域
だ

と
思
っ
て
い
る
。
農
水
省
等

の
理
解
も
得
な
が
ら
、
可
能

性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は

要
望
を
強
く
展
開
し
て
い
き

た
い
。

問問

問

問

問問

除草剤埋設地周辺地下水
の水質検査は
市長／ダイオキシン類は検出されていない

柿木原　榮一 議員

答

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
温
泉
熱
）へ
の
取
組
は
？

市
長
／
情
報
収
集
中
で
あ
る

答答

答

Ｐ９ 柿木原議員 

 

 

前
田　
和
文 

議
員

Ｐ９ 前田議員 

 

 

 

一
般
質
問

〝
市
政
を
問
う
〟
　
　
　
13
人
が
一
般
質
問

布
計
鉱
山
鉱
害
防
止

事
業
に
つ
い
て

答
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伊
佐
市
が
思
い
描
く
ま

ち
の
姿
と
は
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は

以
前
か
ら
議
論
に
な
っ
て
お

り
理
想
で
は
あ
る
が
、
な
か

な
か
厳
し
い
部
分
が
あ
る
。

国
の
施
策
を
そ
の
ま
ま
活
用

す
る
こ
と
は
、
現
実
的
で
は

な
い
と
思
う
。
全
体
の
伊
佐

市
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
を

し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
こ
と

が
、
私
は
伊
佐
市
の
目
指
す

将
来
像
だ
と
思
っ
て
い
る
。

市
長
の
考
え
る
ま
ち
づ

く
り
構
想
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

は
示
せ
て
い
る
の
か
。

総
合
振
興
計
画
な
ど
に

お
い
て
、
総
体
的
な
こ
と
で

計
画
を
載
せ
て
い
る
。
私
自

身
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
今
後

こ
の
計
画
の
中
に
も
し
っ
か

り
反
映
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
い
ろ
ん
な
意
味

で
、
計
画
の
中
に
私
の
考
え

は
網
羅
し
て
い
る
が
、
具
体

的
に
細
か
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
い
ろ
ん
な
形
で

説
明
を
し
、
協
議
も
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

現
在
の
保
存
環
境
、
保

存
状
態
、
課
題
は
。

庁
外
書
庫
は
常
時
職
員

が
在
籍
す
る
空
間
で
は
な
い

た
め
、
空
調
管
理
等
は
し
て

い
な
い
。
長
期
保
存
の
紙
文

書
に
は
、
著
し
い
劣
化
で
文

字
や
図
面
の
識
別
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

庁
外
書
庫
に
保
存
し
て
い
る

文
書
の
確
認
が
必
要
な
と
き
、

職
員
が
直
接
対
象
文
書
を
探

し
に
行
く
必
要
が
あ
る
な
ど

の
課
題
も
あ
る
。

紙
ベ
ー
ス
で
の
管
理
保

存
を
電
子
化
し
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

現
在
、
管
理
保
存
し

て
い
る
紙
文
書
に
つ
い
て
は
、

電
子
化
し
て
い
く
こ
と
の
検

討
も
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、

全
て
の
紙
文
書
に
つ
い
て
電

子
化
す
る
こ
と
は
、
費
用
対

効
果
の
面
で
現
実
的
と
は
言

え
な
い
。
文
書
規
程
の
見
直

し
な
ど
を
推
進
し
た
上
で
、

必
要
と
認
め
ら
れ
る
紙
文
書

の
電
子
化
を
進
め
て
い
き
た

い
。

子
育
て
に
優
し
い
取

組
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
に
対
し
て
助

成
を
し
て
は
ど
う
か
。

麻
し
ん
や
風
し
ん
の
ワ

ク
チ
ン
と
は
異
な
り
、
高
い

感
染
予
防
効
果
を
期
待
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
任
意
接
種

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
医
師
な
ど
専
門
職
を

交
え
て
十
分
な
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に

お
け
る
今
後
の
啓
発
に
つ
い

て
伺
う
。

手
洗
い
や
う
が
い
、
体

調
管
理
、
人
混
み
を
避
け
る

な
ど
、
様
々
な
予
防
行
動
を

徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

こ
れ
ら
の
情
報
発
信
を
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
し
て
行
う
。

潜
在
保
育
士
な
ど
の
問

題
を
含
め
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
保
育
士
等
の
方
々
に
、

仕
事
を
辞
め
ず
に
定
着
し
て

も
ら
う
に
は
、
ど
の
よ
う
な

対
策
が
必
要
か
。

国
の
施
策
に
伴
い
、
業

務
負
担
軽
減
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
な
ど
保
育
士
を
確
保
す

る
た
め
の
補
助
、
市
独
自
の

取
組
と
し
て
、
園
長
先
生
や

主
任
の
先
生
方
に
向
け
た
研

修
会
も
実
施
し
て
い
る
。

現
場
で
働
く
方
々
の

献
身
的
な
仕
事
に
よ
っ
て
、

保
護
者
の
方
々
も
保
育
園
な

ど
の
施
設
に
安
心
し
て
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で

保
育
施
設
で
働
く
方
の
処
遇

を
改
善
す
る
取
組
は
で
き
な

い
か
。国

の
定
め
る
公
定
価

格
に
お
い
て
、
処
遇
改
善
加

算
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
平

成
24
年
度
以
前
と
比
較
し

て
、
令
和
４
年
度
時
点
で
平

均
18
％
の
賃
金
改
善
、
対

象
職
員
に
は
さ
ら
に
月
額

５
０
０
０
円
か
ら
４
万
円
の

手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
市
が
４
分
の
１
以

上
を
負
担
し
て
い
る
。
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
も
調
査
、

研
究
を
行
う
。

潜
在
保
育
士
と
は
？

保
育
士
の
資
格
を
持
っ

て
い
て
も
、
保
育
士
と

し
て
働
い
て
い
な
い
人

の
こ
と
。

問問

問

問問

問

答答

答

子どものインフルエンザ
ワクチン助成を
市長／任意接種のため今後検討が必要

武本　進一 議員

答答答

答

市
長
の
考
え
る
ま
ち
づ

く
り
構
想

市
長
／
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
反
映
し
て

　
　
　
い
く森

山　
良
和 

議
員

Ｐ10 森山議員 

 

 

Ｐ10 武本議員 

 

 

 

問

問

答 公
文
書
の
デ
ジ
タ
ル

管
理
保
存

一
般
質
問

〝
市
政
を
問
う
〟
　
　
　
13
人
が
一
般
質
問

保
育
施
設
で
働
く

方
々
の
処
遇
改
善
を
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水
稲
の
生
産
費
は
、
農

機
具
費
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト

を
占
め
て
い
る
。
収
支
均
衡

を
目
指
す
に
は
、
所
有
か
ら

レ
ン
タ
ル
へ
。
農
業
公
社
に

レ
ン
タ
ル
事
業
の
導
入
を
図

れ
ば
、
農
機
具
費
の
削
減
が

期
待
で
き
る
。
ま
た
、
新
規

参
入
農
家
も
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

ス
ト
の
削
減
で
よ
り
参
入
し

や
す
い
環
境
に
な
る
。

レ
ン
タ
ル
事
業
と
し
て

機
械
類
を
新
た
に
導
入
し
て

行
う
こ
と
は
、
維
持
管
理
を

含
め
て
多
額
の
費
用
を
要
す

る
。
ま
た
、
操
作
指
導
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
貸
し
借
り
の

管
理
な
ど
人
材
の
確
保
も
必

要
と
な
り
、
費
用
対
効
果
を

考
慮
す
る
と
農
業
公
社
の
事

業
と
し
て
レ
ン
タ
ル
事
業
を

導
入
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

子
牛
の
生
産
費
は
、
飼

料
費
が
一
番
の
ウ
エ
ー
ト
を

占
め
て
お
り
、
飼
料
の
自
給

に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

生
産
費
削
減
に
は
受
胎
出
産

の
回
転
率
を
上
げ
る
取
組
が

肝
要
な
た
め
、
発
情
検
知
器

の
導
入
に
購
入
費
の
助
成
は

で
き
な
い
か
。

発
情
検
知
器
の
導
入
に

よ
り
分
娩
後
の
初
回
発
情
を

的
確
に
発
見
し
、
受
胎
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
生

産
率
向
上
、
経
営
の
効
率
化

に
つ
な
が
る
。
現
状
で
は
繫

殖
農
家
か
ら
の
要
望
等
は
届

い
て
い
な
い
が
既
に
導
入
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

効
率
性
や
効
果
な
ど
費
用
対

効
果
等
を
検
証
し
て
い
き
た

い
。

市
長
は
、
菱
刈
庁
舎
を

残
し
活
用
す
る
、
な
く
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
、
ま

た
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

一
部
も
庁
舎
と
し
て
活
用
す

る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
口
庁
舎
並
の
４
０
０
０
㎡

で
充
分
で
は
。

相
談
室
や
待
合
の
ス

ペ
ー
ス
、
子
育
て
に
対
応
す

る
よ
う
な
多
目
的
な
ト
イ
レ

等
、
今
の
大
口
庁
舎
に
は
存

在
し
な
い
も
の
も
必
要
で
あ

る
。
職
員
の
数
だ
け
で
面
積

を
算
出
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
庁
舎
面
積
の
見
直
し
は

考
え
て
い
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
か
ご
し
ま
国
体
を
終
え
て
、

そ
の
検
証
と
今
後
の
取
組
に

つ
い
て

リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
、

技
術
革
新
に
対
応
す
る
た
め

に
新
た
な
知
識
や
ス
キ
ル
を

獲
得
す
る
、
ま
た
獲
得
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
リ
ス
キ
リ

ン
グ
の
先
行
事
例
と
し
て
、

「
鹿
屋
市
役
所
ス
マ
ー
ト
化

計
画
」
「
加
賀
市
リ
ス
キ
リ

ン
グ
宣
言
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
リ
ス
キ

リ
ン
グ
支
援
に
つ
い
て
の
考

え
を
示
せ
。

現
時
点
で
の
リ
ス
キ
リ

ン
グ
支
援
、
ま
た
今
後
の
リ

ス
キ
リ
ン
グ
支
援
の
必
要
性

は
現
状
と
し
て
感
じ
て
お
ら

ず
、
取
組
に
関
す
る
計
画
は

な
い
。

教
育
格
差
に
よ
り
将
来

の
夢
を
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
こ

と
は
、
社
会
の
責
任
と
し
て

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
教
育
格
差
、
特
に

社
会
経
済
的
背
景
（
Ｓ
Ｅ

Ｓ
）
に
対
す
る
現
在
の
対
応
、

ま
た
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

就
学
援
助
、
土
曜
い

き
い
き
講
座
、
研
究
指
定
学

校
等
で
の
実
践
研
究
、
小
中

一
貫
教
育
に
関
す
る
取
組
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
を
活
用
し
た
家
庭
教

育
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
推
進
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な

取
組
を
今
後
も
継
続
し
て
い

く
。

教
育
格
差
の
是
正
に

は
教
師
の
資
質
、
能
力
の
向

上
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
伊
佐
市
に
お
け
る
教
師
の

資
質
、
能
力
の
向
上
に
む
け

た
現
在
の
取
組
、
ま
た
今
後

の
取
組
を
示
せ
。

現
在
、
管
理
職
研
修

会
、
教
頭
と
学
力
向
上
担
当

者
を
対
象
に
し
た
学
力
向
上

対
策
担
当
者
研
修
会
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
間

で
教
諭
が
相
互
に
授
業
を
参

観
す
る
授
業
力
ア
ッ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
ネ
ク
ス
ト
ス

テ
ー
ジ
」
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
、
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
、
鹿
児
島
学
習
定

着
度
調
査
、
標
準
学
力
検
査

等
の
分
析
結
果
か
ら
伊
佐
市

の
実
態
に
合
わ
せ
た
教
師
の

資
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問

問

問

問

農畜産業に伊佐市独自の
支援対策を！
市長／国の支援状況等を見ながら対応

庵下　信一 議員

答

答

今
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
が

必
要
で
は
な
い
か

市
長
／
現
状
、
必
要
性
を
感
じ
て
い

　
　
　
な
い

答答

答

Ｐ11 庵下議員 

 

 

星
野　
元
興 

議
員

Ｐ11 星野議員 

 

 

 

一
般
質
問

〝
市
政
を
問
う
〟
　
　
　
13
人
が
一
般
質
問

新
庁
舎
は
大
口
庁
舎
並

の
面
積
で
建
設
を

問

問

す
べ
て
の
子
ど
も
が

夢
を
持
て
る
街
に

答
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９
月
議
会
で
陳
情
が
一

部
採
択
さ
れ
た
、
菱
刈
庁
舎

を
支
所
と
し
て
定
め
る
条
例

の
検
討
状
況
は
。

現
在
、
企
画
政
策
課
に

お
い
て
、
菱
刈
庁
舎
で
で
き

る
だ
け
多
く
の
業
務
を
取
り

扱
え
る
よ
う
業
務
の
精
査
と

検
討
を
進
め
て
い
る
。
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
、
方
針
が

固
ま
っ
た
ら
新
庁
舎
の
供
用

開
始
に
間
に
合
う
よ
う
上
程

し
た
い
。

新
庁
舎
の
市
民
説
明
会

は
い
つ
頃
の
予
定
か
。

今
年
度
中
に
は
開
催
し

た
い
。本

市
は
民
間
事
業
者
に

よ
る
再
エ
ネ
事
業
を
推
進
す

る
立
場
な
の
か
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
観

点
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
す
取
組
を
行
う

が
、
一
民
間
事
業
者
が
行
う

個
別
の
事
業
を
推
進
す
る
立

場
に
は
な
い
。

２
つ
の
風
力
発
電
事
業

計
画
に
対
す
る
市
の
意
見
書

が
出
さ
れ
、
「
布
計
地
区
は

本
市
の
水
道
水
源
の
約
４
割

を
占
め
て
い
る
」
と
の
記
述

が
あ
る
。
現
在
及
び
将
来
の

市
民
の
生
存
に
不
可
欠
な
水

を
守
れ
る
の
か
。
水
源
涵
養

の
た
め
の
保
安
林
の
解
除
に

つ
い
て
市
は
も
っ
と
慎
重
に

な
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

水
源
涵
養
保
安
林
に
つ

い
て
は
慎
重
な
保
全
対
策
が

肝
要
で
あ
り
、
市
民
生
活
に

支
障
の
な
い
よ
う
な
適
正
な

土
地
利
用
が
不
可
欠
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

特
に
山
野
地
区
の
大
型

車
両
通
行
に
伴
う
市
民
と
通

学
路
の
安
全
確
保
、
道
路
保

護
、
健
康
被
害
、
水
源
へ
の

影
響
、
農
地
・
農
業
用
施
設

へ
の
影
響
、
山
頂
部
の
土
地

改
変
に
よ
り
増
加
が
予
想
さ

れ
る
獣
害
、
水
害
・
土
砂
災

害
、
風
車
の
解
体
・
撤
去
・

原
状
回
復
等
に
つ
い
て
事
業

者
と
協
定
を
締
結
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

知
事
意
見
を
踏
ま
え

国
が
審
査
、
勧
告
を
行
い
、

計
画
変
更
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
内
容
の
精
査
を
行
い
判

断
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
男
女
共
同
参
画
の
取
組
に

つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
を
性
被
害
か

ら
守
る
た
め
に

国
体
カ
ヌ
ー
競
技
が

行
わ
れ
た
菱
刈
カ
ヌ
ー
競
技

場
・
艇
庫
の
今
後
の
利
用
に

つ
い
て
伺
う
。

菱
刈
カ
ヌ
ー
競
技
場
及

び
艇
庫
の
今
後
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
国
体
開
催
を
機
に
、

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
、
カ
ヌ
ー
や
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
競
技
を

推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
、
大
会
開
催
に

つ
い
て
も
、
市
カ
ヌ
ー
協
会

と
連
携
を
し
な
が
ら
推
進
体

制
の
整
備
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。　

競
技
場
・
艇
庫
の
老
朽

化
が
目
立
っ
て
い
る
が
把
握

し
て
い
る
か
。

カ
ヌ
ー
大
会
や
ド
ラ
ゴ

ン
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会
で
使

用
す
る
浮
き
桟
橋
が
老
朽
化

し
て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て

お
り
、
現
在
、
補
強
も
含
め

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ

ラ
カ
ヌ
ー
選
手
用
の
乗
降
場

桟
橋
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

本
市
の
備
品
を
使
っ
て
市
カ

ヌ
ー
協
会
に
お
い
て
仮
設
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
常
設

に
な
る
と
、
設
置
可
否
も
含

め
て
、
予
算
、
財
源
の
確
保

な
ど
、
時
間
を
要
す
る
問
題

で
も
あ
る
。
ま
た
、
障
が
い

者
用
ト
イ
レ
の
ド
ア
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
現
地
で
確
認

を
し
て
い
る
。
今
、
カ
ヌ
ー

艇
庫
に
一
つ
し
か
な
い
多
目

的
ト
イ
レ
な
の
で
、
今
後
は

障
が
い
者
用
、
野
外
の
仮
設

ト
イ
レ
も
含
め
て
、
勉
強
し

て
検
討
し
て
い
く
。

鳥
獣
被
害
防
止
総
合

支
援
事
業
対
策
に
つ
い
て
、

栽
培
個
所
に
お
け
る
防
獣

ネ
ッ
ト
の
設
置
等
、
本
市
の

設
置
状
況
を
伺
う
。

鳥
獣
被
害
防
止
総
合

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
整

備
で
き
る
侵
入
防
止
策
の
種

類
は
、
ネ
ッ
ト
柵
、
電
気
柵
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
、
金

網
柵
の
４
種
類
が
あ
る
。
今

年
度
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

を
８
地
区
で
総
延
長
約
24
㎞
、

総
面
積
約
49 

ha
整
備
し
、
電

気
柵
を
１
地
区
で
延
長
約
８

㎞
、
面
積
約
15 

ha
整
備
す
る

計
画
を
し
て
い
る
。

問問問

問

問

問

答答

答

カヌー競技場・艇庫の今
後の利用は
教育長／シンボル的スポーツとして推進していく

竹原　研二 議員

答答

答

庁
舎
建
設
の
市
民
説
明

会
は
い
つ
？

市
長
／
今
年
度
中
に
は
開
催
し
た
い

遠
矢　
寿
子 

議
員

Ｐ12 遠矢議員 

 

 

Ｐ12 竹原議員 

 

 

 

問

問

答答

風
力
発
電
事
業
計
画

に
つ
い
て

一
般
質
問

〝
市
政
を
問
う
〟
　
　
　
13
人
が
一
般
質
問

鳥
獣
被
害
防
止
総
合

支
援
事
業
に
つ
い
てワイヤー

メッシュ柵
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昨
年
５
月
の
市
報
に
よ

る
と
、
重
留
多
目
的
広
場
に

令
和
５
年
度
よ
り
花
等
の
植

栽
は
し
な
い
、
除
草
及
び
害

虫
駆
除
等
の
保
全
管
理
の
み

を
行
っ
て
い
く
と
あ
る
。
一

方
で
、
令
和
５
年
度
新
年
度

予
算
で
は
、
７
８
０
万
４
０

０
０
円
が
重
留
多
目
的
広
場

管
理
事
業
と
し
て
予
算
化
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
齟
齬

（
そ
ご
）
が
み
ら
れ
る
。
予

算
化
後
、
市
報
発
表
に
至
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
る
。

　
ま
た
、
今
年
と
同
様
な
取

組
み
を
続
け
る
と
年
間
い
か

ほ
ど
の
経
費
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
伺
う
。

　
さ
ら
に
は
、
今
後
の
重
留

多
目
的
広
場
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
考
え
か
問
う
。

予
算
査
定
時
点
で
保
全

管
理
の
み
を
実
施
す
る
金
額

が
不
確
定
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
前
年
度
並
み
の
要
求
と

し
た
。
令
和
５
年
度
は
、
保

全
管
理
の
み
と
し
て
４
７
７

万
５
１
０
０
円
で
業
務
委
託

契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

　
別
の
使
用
計
画
で
使
用
す

る
ま
で
は
、
お
お
む
ね
５
０

０
万
円
程
度
が
保
全
管
理
の

み
の
業
務
委
託
費
と
し
て
必

要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
保
全

管
理
費
が
か
か
る
の
は
好
ま

し
く
な
い
。
現
在
そ
の
利
用

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

重
留
多
目
的
広
場
は
、

敷
地
面
積
の
ほ
ぼ
中
央
を
東

西
に
市
道
が
走
っ
て
い
る
。

こ
の
二
分
さ
れ
た
北
側
を
宅

地
、
南
側
を
農
地
に
地
目
変

更
し
、
宅
地
部
分
を
分
譲
住

宅
と
し
て
、
南
側
の
農
地
部

分
を
市
民
農
園
と
し
て
活
用

で
き
な
い
か
伺
う
。

特
別
支
援
学
校
分
置
に

つ
い
て
、
今
年
度
末
に
県
が

結
果
・
方
向
性
を
出
し
て
く

れ
る
。
候
補
か
ら
外
れ
た
段

階
で
、
企
業
誘
致
や
宅
地
分

譲
な
ど
利
用
法
の
検
討
を
進

め
た
い
。

令
和
元
年
度
か
ら
令
和

４
年
度
ま
で
の
事
業
実
績
別

具
体
内
容
と
、
譲
与
税
基
金

の
状
況
を
示
せ
。

表
の
と
お
り
。

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
、

地
元
産
材
の
木
材
利
用
と
木

質
化
の
イ
メ
ー
ジ
及
び
譲
与

税
基
金
の
活
用
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

地
元
産
材
を
可
能
な

限
り
使
用
し
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
調
達
コ
ス
ト
を
考

慮
す
る
と
伊
佐
産
材
の
限
定

は
難
し
い
と
考
え
る
。
木
質

化
の
活
用
イ
メ
ー
ジ
は
、
屋

内
広
場
や
窓
口
、
議
場
等
の

壁
、
廊
下
に
つ
い
て
木
質
化

を
行
う
予
定
で
設
計
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
図
書

館
等
の
壁
や
床
の
木
質
化
、

及
び
木
材
を
利
用
し
た
備
品

等
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

財
源
に
つ
い
て
も
、
林
務
課

と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
森

林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
る
。

問

問

問

重留多目的広場の
利活用を
市長／利用法の検討を進める

久保　教仁 議員

答

答

森
林
環
境
譲
与
税
の
積

極
的
な
活
用
を

市
長
／
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
運
用

　
　
　
を
進
め
て
い
る

答

答

Ｐ13 久保議員 

 

 

岩
元　
努 

議
員

Ｐ13 岩元議員 

 

 

 

一
般
質
問

〝
市
政
を
問
う
〟
　
　
　
13
人
が
一
般
質
問

問

事業別具体内容

伊佐市森林環境譲与税基金状況

重留多目的広場
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昨
年
の
説
明
会
で
は

58
億
１
０
０
０
万
円
と
の
説

明
で
あ
っ
た
が
、
臨
時
議
会

で
80
億
を
超
え
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
説
明
が
な

い
ま
ま
部
分
発
注
を
す
す
め

る
こ
と
は
住
民
無
視
で
は
な

い
の
か
。

周
辺
の
整
備
も
必
要
で

あ
り
、
地
元
業
者
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
工
事

の
種
類
ご
と
に
可
能
な
限
り

分
割
し
て
発
注
す
る
。
新
庁

舎
建
設
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
改
修
の
た
め
の
財
源
に

も
期
限
が
あ
る
た
め
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

現
在
よ
り
も
２
３
０
０

㎡
も
大
き
く
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
理
由
は
。
「
こ
ん
な

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
庁
舎
の

ま
ち
に
は
住
み
た
く
な
い
」

と
の
声
が
紹
介
さ
れ
た
が
、

大
き
な
庁
舎
を
作
っ
て
欲
し

い
と
の
声
が
何
件
あ
っ
た
か
。

　
意
見
聴
取
の
方
法
は
。

移
住
し
て
来
ら
れ
た

方
の
声
と
し
て
直
接
聞
い
た
。

今
後
、
定
住
促
進
を
図
っ
て

い
く
上
で
大
事
な
こ
と
だ
と

考
え
る
。
何
件
と
統
計
を

取
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

自
分
自
身
が
実
感
と
し
て
感

じ
た
。パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
説
明
会
、
署
名
の
声
は
聞

か
ず
に
、
直
接
言
わ
れ
た
都

合
の
い
い
こ
と
だ
け
を
聞
く

の
か
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

と
の
一
体
化
も
、
基
本
計
画

に
沿
っ
て
併
設
で
あ
れ
ば
こ

の
よ
う
に
費
用
増
大
を
招
か

な
か
っ
た
の
で
は
。

８
０
０
０
㎡
か
ら
６

３
０
０
㎡
に
縮
減
し
た
が
、

人
件
費
や
資
材
の
高
騰
で
費

用
が
増
大
し
た
。
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
と
の
一
体
化
は
私

が
市
長
に
な
る
前
か
ら
基
本

設
計
の
発
注
の
中
で
指
示
し

て
あ
っ
た
。

夜
間
に
轟
音
と
と
も
に

超
低
空
飛
行
を
行
う
航
空
機

が
目
撃
さ
れ
て
い
る
が
、
抗

議
を
行
わ
な
い
の
か
。

県
市
長
会
に
お
い
て
要

請
を
行
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
隣
保
館
の
運
営
に
つ
い
て

　
「
す
ぐ
や
る
課
」
の
設
置

に
つ
い
て

問問 答

答

答答 説
明
な
く
住
民
無
視
の

庁
舎
建
設

市
長
／
財
源
に
期
限
が
あ
る
。
部
分
発
注

　
　
　
に
理
解
い
た
だ
き
た
い

畑
中　
香
子 

議
員

Ｐ14 畑中議員 

 

 

問

問 航
空
機
の
超
低
空
飛

行
問
題

一
般
質
問

〝
市
政
を
問
う
〟

ガザ地区の平和実現を求める決議　全会一致で可決
　伊佐市議会では令和４年３月議会において「ロシアによるウクライナ侵略に断固講義する決議」を行
いました。この度、ガザ地区における紛争の一日も早い停戦と平和の実現を願い、全会一致で以下の決
議を行いました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ガザ地区における早期の平和実現を求める決議
　イスラエルに対するハマスによる奇襲攻撃に端を発した大規模な戦闘の開始から２か月以上が経過し
た。
　この戦闘により、ガザ地区において多くのこどもたちを含む一般市民が犠牲となり、深刻な人道危機
が生じている。
　伊佐市は２０１１年１月、世界各国の都市と力を合わせて平和な世界の実現に取り組むために平和首
長会議に加盟した。
　本市議会は平和を求めるすべての市民とともに、一刻も早い紛争の終結に向け、関係するすべての当
事者と国際社会に対し、最大の努力を求め、以下のことを決議する。

　１　即時の人道的停戦とともに、人質の即時解放を求める。
　２　国際法の遵守及び国連総会決議の尊重を求める。
　３　危機的人道状況の改善のための人道支援の強化・拡大を求める。

令和５年12月22日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊佐市議会
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昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ

た
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し

ま
国
体
」
の
カ
ヌ
ー
競
技

「
少
年
女
子
ス
プ
リ
ン

ト
・
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル

２
０
０
ｍ
の
部
」
で
、
優

勝
に
輝
い
た
植
木
さ
ん
。

舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
伊

佐
市
を
流
れ
る
川
内
川
。

幼
い
頃
か
ら
仲
間
た
ち
と

練
習
を
行
い
、
ま
た
、
河

川
清
掃
や
稚
魚
放
流
な
ど

で
も
親
し
ん
で
き
た
思

い
入
れ
の
あ
る
場
所
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
“
必

ず
優
勝
す
る
” 

と
決
め
、

日
々
の
練
習
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。

　
練
習
で
は
、
ど
ん
な
水

上
環
境
で
も
安
定
し
て
カ

ヌ
ー
が
漕
げ
る
よ
う
、
筋

ト
レ
や
走
り
込
み
、
ロ
ー

プ
登
り
な
ど
の
基
礎
に
重

点
を
置
き
、
全
身
を
鍛
え
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
打
ち
勝

つ
精
神
力
を
養
う
こ
と
も

心
が
け
て
き
ま
し
た
。
国

体
前
に
体
調
を
崩
し
、
思

う
よ
う
に
練
習
で
き
な

い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
今
、
で
き
る
事
を
や
り

切
っ
て
、
ベ
ス
ト
を
尽
く

そ
う
」
と
、
自
ら
を
何
度

も
奮
い
立
た
た
せ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
湯
之
尾
校
区

か
ら
、
校
区
カ
ラ
ー
の
紫

色
で
の
ぼ
り
旗
を
作
成
い

た
だ
き
、
声
援
を
肌
で
感

じ
、
嬉
し
は
ず
か
し
い
初

め
て
の
気
持
ち
を
経
験
。

大
会
期
間
中
も
、
会
場
内

か
ら
多
く
の
力
強
い
ご
声

援
を
い
た
だ
き
、
地
元
開

催
の
す
ご
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　
２
０
０
ｍ
決
勝
は
、
通

学
し
て
い
る
大
口
明
光
学

園
が
サ
テ
ラ
イ
ト
で
全
校

応
援
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

同
級
生
が
率
先
し
て
応
援

の
練
習
ま
で
し
て
く
れ
た

と
聞
き
、
優
勝
の
嬉
し
さ

が
倍
増
し
ま
し
た
。
在
学

中
、
ど
ん
な
試
合
結
果
で

も
、
い
つ
も
温
か
く
受
け

入
れ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と

先
生
方
の
強
力
な
サ
ポ
ー

ト
に
、
文
武
両
道
を
貫
け

た
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
「
４
月
か
ら
は
、
鹿
屋

体
育
大
学
に
進
学
予
定
で

す
。
今
後
も
支
え
て
く
れ

る
人
へ
の
感
謝
を
胸
に
、

伊
佐
で
培
っ
て
き
た
実
力

を
さ
ら
に
発
揮
で
き
る
よ

う
、
大
学
で
も
切
磋
琢
磨

し
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指

し
ま
す
」
と
、
元
気
は
つ

ら
つ
に
決
意
を
述
べ
て
く

れ
ま
し
た
。

Vol.8

みの り議 会 と く
肥薩四市議会議員研修会

令和５年 11 月 17 日

五市（出水・伊佐・霧島・南九州・姶良）合同研修会
令和６年１月 26 日

シルバー人材センターとの懇話会
令和５年 11 月 14 日

県市議会議員研修会
令和６年１月 23 日

大
口
明
光
学
園
高
等
学
校
３
年

伊
佐
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
所
属

植う

え

き木
　
春は

る

か華 

さ
ん
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　２０２０年に行われる予定だった国体でしたが、３年遅れの２０２３年に『燃ゆる感動かごし
ま大会』として国体が開催され、伊佐市ではカヌースプリント競技が行われました。
　選手の方々は３年遅れたということで調整も大変だったと思いますが、地元伊佐市から９名の
選手が出場されました。

地元選手による選手宣
誓

少年男子カヤックシン
グル

成年女子カナディアン
シングル

少年女子カヤックフォ
ア

伊佐市の方々に   よるおもてなし
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カヌースプリント競技　　会場：菱刈カヌー競技場

女子200ｍカヤックシン
グル優勝

成年男子カナディアン
ペア

鹿児島県選手団

成年男子カナディアン
シングル

伊佐市の方々に   よるおもてなし
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温暖な気候を利用した農業ハウスを視察 竹田郷の中学校を視察
（ヴァイオリン演奏で出迎えてくださいました。）

《花蓮市訪問団が伊佐市を訪問》　令和5年11月27日（月）

　花蓮市長をはじめとする訪問団が伊佐市役所を表敬訪問し、伊佐市議会を代表して森田議長が歓迎の挨拶を
行いました。また、歓迎会には市議会議員も多数参加し、今後の台湾との友好交流推進について意見交換しま
した。
　なお、令和6年1月31日、伊佐市議会代表を含む伊佐市訪問団が花蓮市を訪問し、両市の友好交流協定に調印
しました。

花蓮市長から友好の品を受け取る議長

大口酒造第二蒸溜所の視察

花蓮市訪問団との集合写真

歓迎会　伊佐伝承館　永
えいろく

禄
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　伊佐市では、コロナ禍後のインバウンド復活や熊本への台湾の半導体メーカーTSMC進出等の
状況を踏まえ、台湾との友好交流を推進しています。

《交流を推進している台湾のまち》

《伊佐市訪問団が竹田郷を訪問》　令和5年9月25日（月）～27日（水）

　伊佐市訪問団の一員として、森田幸一議長が台湾・屏
へいとうけん

東県の竹田郷を訪問しました。
　現地では、竹田郷長はじめ住民の皆様が歓迎してくださり、日本で議会に相当する竹田郷民代表会の皆様と
も交流を行いました。

台　湾との交流

花
か

蓮
れん

市
し

（花
か

蓮
れん

県
けん

）

　太平洋に面した人口約10万人の海岸都市。太
た

魯
ろ

閣
こ

渓谷など、台湾を代表する観光地

竹
たけ

田
だ

郷
ごう

（屏
へいとうけん

東県）

　台湾南部に位置し、温暖な気候を利用したレ
モンの栽培などが盛んな、人口約1万６千人の農
業地域

竹田郷役場　表敬訪問　議長挨拶

竹田郷役場を表敬訪問
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今
年
は
新
年
早
々
、
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス

で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
、
お
悔
や
み

と
、
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
自
然
災
害
は
、
い
つ
い
か
な
る
時
に
襲
っ

て
く
る
か
予
想
も
つ
き
ま
せ
ん
。
突
然
、
私

た
ち
の
日
常
に
あ
る
大
切
な
家
族
や
友
人
と

の
楽
し
い
時
間
、
そ
し
て
何
に
も
代
え
が
た

い
尊
い
命
ま
で
全
て
容
赦
な
く
奪
い
去
り
ま

す
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
各
家
庭
で

災
害
に
対
す
る
話
し
合
い
の
時
間
や
備
え
を

し
て
お
く
こ
と
。
こ
の
事
が
災
害
に
あ
っ
た

と
き
に
命
を
つ
な
ぐ
方
法
、
術す

べ

と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

さ
て
皆
さ
ん
は
い
つ
か
ら
は
じ
め
ま
す

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
元　
努

＊
編
集
後
記
＊

「伊佐市議会だより」で、議会の
さまざまな情報をお伝えしています。

　   令和６年
第１回定例会のお知らせ

○本会議は午前 10 時開会です。
２月
20 日（火）本会議（招集日）
26 日（月）本会議（２日目）一般質問
27 日（火）本会議（３日目）一般質問
28 日（水）本会議（４日目）一般質問

３月
５日（火）本会議（５日目）総括質疑
６日（水）文教厚生委員会（9時から）
７日（木）総務産業委員会（９時から）
11 日（月）一般会計予算決算委員会（9時から）
13 日（水）一般会計予算決算委員会（9時から）
15 日（金）一般会計予算決算委員会（9時から）
21 日（木）本会議（最終日）
※日程は変更になることがあります。

◎通常は月初めの「広報いさ」と同時に定例
会日程及び各議員の一般質問内容をお知ら
せするチラシをお届けしておりますが、3
月議会は 2 月 20 日招集、同 2 ６日から一
般質問が始まるため日程的にお知らせが間
に合わず、チラシのお届けがありません。
どうかご了承ください。

　
　各議員の一般質問内容や予定日等は伊佐市
ホームページをご覧いただくか、議会事務局（☎
23-1335）にお問い合わせください。

伊
佐

市
議

会
だ

よ
り
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6
1
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編集・発行責任者
議　　長　森田　幸一

議会広報等特別委員会
委 員 長　遠矢　寿子
副委員長　畑中　香子
委　　員　竹原　研二　　岩元　努
　　　　　庵下　信一　　武本　進一

　申し込みがありました３団体（グループ）の方々と意
見交換を行いました。

令和５年 10月 20日
○子育てグループ
テーマ：伊佐での子育てに
ついて
委員会：文教厚生委員会

令和５年 10月 28日
○飼い主のいない猫を
　減らし隊（ニャンコ隊）
テーマ：飼い主のいない猫
トラブルを解決するために
委員会：文教厚生委員会

令和５年 10月 20日
○緑創愛林会
テーマ：これからの伊佐の
林業（再生エネルギー、林
業大学校、ヤマヒル、獣害
駆除　など）
委員会：総務産業委員会　他委員

議員と語る会

議会を自宅等のインターネットでも視聴できます。
（市議会の生中継や録画を映像配信しています）
【伊佐市ホームページ】
　　 ↓

【行政・議会】
　　 ↓
　 【議会】
　　 ↓

【議会インターネット映像中継】
大口庁舎、菱刈庁舎、まごし館では
議会ライブ中継をご覧になれます。
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